
  

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

算数 

●学習指導要領の領域別の平均正答率では、全ての区分において全国・大阪府の平均正答率を上回っています。 

●家から学校までの道のりが等しく、かかった時間が異なる二人の速さについて、どちらが速いかを判断し、そのわけを書く問題（４（３））については、正答率が低くなっています。 

 

【学習指導要領の内容の平均正答率（％）】 

【算数 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合）】 
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【算数 正答率（％）【設問ごと】（横軸：設問、縦軸：正答率）】 

 



   

 

  

 

               

 

 

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題別集計結果】 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題  

 

小学校 

算数 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

豊中市
（公立）

大阪府
（公立）

全国
（公立）

豊中市
（公立）

大阪府
（公立）

全国
（公立）

１（１） 64.3 61.1 62.1 0.6 0.2 0.2

１（２） 89.0 88.1 88.5 0.7 0.3 0.3

２（１） 58.3 56.1 56.9 4.0 3.6 3.4

２（２） 72.8 68.3 69.1 1.9 1.4 1.3

３（１） 85.7 84.8 85.5 1.5 0.7 0.6

３（２） 73.9 69.9 71.3 1.6 0.9 0.8

３（３） 44.2 34.5 36.5 11.2 9.8 9.8

３（４） 74.3 71.8 72.0 2.4 1.9 1.8

４（１） 75.6 70.0 70.1 3.7 3.1 3.1

４（２） 74.6 70.5 70.0 4.1 3.4 3.3

４（３） 35.2 29.2 31.0 3.2 2.4 2.4

４（４） 59.4 53.0 54.1 5.9 4.3 4.6

５（１） 80.8 80.6 80.8 2.8 1.9 1.8

５（２） 73.2 71.4 73.3 5.4 4.2 3.9

５（３） 48.8 43.3 44.0 13.2 12.6 12.6

５（４） 55.1 48.3 49.3 4.9 4.0 4.0

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

正答率(％) 無解答率(％)

問題場面の数量の関係を捉え、持っている折り紙
の枚数を求める式を選ぶ

問題場面の数量の関係を捉え、式に表すこと
ができるかどうかをみる

はじめに持っていた折り紙の枚数を□枚としたと
きの、問題場面を表す式を選ぶ

数量の関係を、□を用いた式に表すことがで
きるかどうかをみる

円柱の展開図について、側面の長方形の横の長さ
が適切なものを選ぶ

直径の長さ、円周の長さ、円周率の関係につ
いて理解しているかどうかをみる

直径２２ｃｍのボールがぴったり入る箱の体積を
求める式を書く

球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係
を捉え、立方体の体積の求め方を式に表すこ
とができるかどうかをみる

五角柱の面の数を書き、そのわけを底面と側面に
着目して書く

角柱の底面や側面に着目し、五角柱の面の数
とその理由を言葉と数を用いて記述できるか
どうかをみる

３５０×２＝７００であることを基に、
３５０×１６の積の求め方と答えを書く

計算に関して成り立つ性質を活用して、計算
の仕方を考察し、求め方と答えを式や言葉を
用いて記述できるかどうかをみる

除数が１／１０になったときの商の大きさについ
て、正しいものを選ぶ

除数が小数である場合の除法において、除数
と商の大きさの関係について理解しているか
どうかをみる

作成途中の直方体の見取図について、辺として正
しいものを選ぶ

直方体の見取図について理解し、かくことが
できるかどうかをみる

速さの意味について理解しているかどうかを
みる

円グラフから、２０２３年の桜の開花日につい
て、４月の割合を読み取って書く

円グラフの特徴を理解し、割合を読み取るこ
とができるかどうかをみる

示されたデータから、１９６０年代のＣ市につい
て、開花日が３月だった年と４月だった年がそれ
ぞれ何回あったかを読み取り、表に入る数を書く

簡単な二次元の表を読み取り、必要なデータ
を取り出して、落ちや重なりがないように分
類整理することができるかどうかをみる

５４０÷０．６を計算する
除数が小数である場合の除法の計算をするこ
とができるかどうかをみる

３分間で１８０ｍ歩くことを基に、１８００ｍを
歩くのにかかる時間を書く

速さが一定であることを基に、道のりと時間
の関係について考察できるかどうかをみる

家から学校までの道のりが等しく、かかった時間
が異なる二人の速さについて、どちらが速いかを
判断し、そのわけを書く

道のりが等しい場合の速さについて、時間を
基に判断し、その理由を言葉や数を用いて記
述できるかどうかをみる

折れ線グラフから、開花日の月について、３月の
回数と４月の回数の違いが最も大きい年代を読み
取り、その年代について３月の回数と４月の回数
の違いを書く

折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条
件に当てはまることを言葉と数を用いて記述
できるかどうかをみる

示された桜の開花予想日の求め方を基に、開花予
想日を求める式を選び、開花予想日を書く

示された情報を基に、表から必要な数値を読
み取って式に表し、基準値を超えるかどうか
を判断できるかどうかをみる

家から図書館までの自転車の速さが分速何ｍかを
書く

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

算数 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

【正答率】３５．２％ （豊中市） 

     ２９．２％ （大阪府） 

     ３１．０％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、その理由を言葉や数を

用いて記述できるかどうかをみる。 

【問題番号】４（３） 

 

― ここがポイント － 

 
  二人の歩いた道のりとかかった時間を確認

し、道がまっすぐであることや曲がっているこ

とに関係なく、二人の歩いた道のりが等しい場

合はかかった時間で速さを比べることができる

ことを説明できるようにすることが大切です。

このとき、道のりが等しいことだけではなく、

かかった時間が短いことも説明できるようにす

ることも大切です。また、道のり÷時間を用い

て速さを求めることで二人の歩く速さを確認で

きるようにすることも大切です。 

・Ｂ 

【番号】１ 

【わけ】かなたさんの家から学校までの道のりは、900＋300＝1200で、1200ｍで

す。だから、かなたさんの歩く速さは、1200÷20＝60で、分速60ｍです。ほのか

さんの歩く速さは、1200÷24＝50で、 

分速50ｍです。だから、かなたさんのほうが速いです。（解答類型５） 

【正答の条件】 

番号を１と選び、次のＡ又はＢのいずれかで、それぞれＡ①、Ａ②の全て又はＢ

①、Ｂ②の全てを書いている。 

Ａ 道のりが等しいことと、かかった時間を基に、わけを書いている。 

Ａ① かなたさんとほのかさんが歩いた道のりが等しいことを表す言葉や数 

Ａ② かなたさんがかかった時間がほのかさんがかかった時間よりも短いこ

とを表す言葉や数 

Ｂ かなたさんとほのかさんのそれぞれの歩く速さを基に、わけを書いている。 

Ｂ① かなたさんの歩く速さを表す数や式、言葉 

Ｂ② ほのかさんの歩く速さを表す数や式、言葉 

【正答例】 

・Ａ 

【番号】１ 

【わけ】かなたさんの家から学校までの道のりは、900＋300＝1200で、1200ｍで

す。かなたさんとほのかさんが歩いた道のりは、1200ｍで同じです。かかった時間

は、かなたさんのほうが短いです。道のりが同じとき、時間が短いほど速さが速いの

で、かなたさんのほうが速いです。（解答類型１） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

算数 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

【正答率】７３．２％ （豊中市） 

     ７１．４％ （大阪府） 

     ７３．３％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

簡単な二次元の表を読み取り、必要なデータを取り出して、落ちや重なりがない

ように分類整理することができるかどうかをみる。 

【問題番号】５（２） 

 

― ここがポイント － 

 
目的に応じて、必要なデータを取り出して、落ちや重なりが

ないように分類整理し、表に表すことができるようにすること

が重要です。例えば、住んでいる地域の過去の桜の開花日を調

べ、月別の回数を分類整理し、表に表す活動が考えられます。

その際、開花日は何月が多かったかを明らかにしたいという目

的に応じて、整理する観点を決めることができるようにするこ

とが大切です。また、住んでいる地域の開花日を調べる際に

は、データのどの部分が必要かを判断できるようにすることも

大切です。さらに、必要なデータを落ちや重なりがないように

分類整理するために、各年代が10年間であることから､開花日

の月別の回数の合計が10になっているかどうかを確かめるこ

とができるようにすることも大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ここがポイント － 

 

小学校 

算数 

【問題番号】４（１） 

 
豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

 

【正答率】７５．６％ （豊中市） 

     ７０．０％ （大阪府） 

     ７０．１％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

除数が小数である場合の除法の計算をすることができるかどうかをみる。 

除数が小数である場合の除法の計算について、整数の場合の計算の意味や計算の

仕方を活用して、計算をすることができるようにすることが重要です。例えば、本

設問を用いて、540÷0.6の計算の仕方を考える際に、筆算による計算の仕方だけ

ではなく、下のように、除法に関して成り立つ性質を活用して、540÷0.6の商が

5400÷６の商である900と等しいことを理解できるようにすることが大切で

す。また、例えば、下のように、540÷□の□に１より大きい数や小さい数を入れ

て被除数と商の大小を考える際に、除法では除数が１より大きい場合は商が被除数

より小さくなり、除数が１より小さい場合は商が被除数より大きくなることから、

540÷0.6の商が540より大きいと捉えることができるようにすることも大切で

す。 

※このテスト及びアンケート結果は、子どもたちの学力や学習状況、学校の教育活動などのすべてを表すものではありません。 

解答類型
豊中市
（公立）

大阪府
（公立）

全国
（公立）

900　と解答しているもの 75.6% 70.0% 70.1%

90　　と解答しているもの 11.5% 15.6% 16.1%

9　　　と解答しているもの 4.0% 4.6% 4.2%

９０、９　以外の位取りの誤りがあるもの 1.2% 1.9% 1.8%

除数と被除数を逆にして計算を考えているもの 0.0% 0.0% 0.0%

上記以外の解答 4.0% 4.0% 4.7%

無回答 3.7% 3.1% 3.1%


